
ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

           

「
聞
い
て
お
く
れ
よ
、
マ
ク
レ
ー
ン
」 

                      

富
田 

健
裕 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

登
場
人
物 

 

頼
我 

堅
一
（
３
１
）
・
フ
リ
ー
タ
ー 

 

マ
ク
レ
ー
ン
・
堅
一
の
部
屋
に
置
か
れ
た
冷
蔵
庫
（
想
定
・
４
０
代
後
半
の
声
） 

 

頼
我 

太
助
（
２
７
）
・
会
社
員
・
堅
一
の
弟 

 

頼
我 

恵
（
５
３
）
・
主
婦
・
堅
一
、
太
助
の
母 

 

頼
我 

美
空
（
２
５
）
・
主
婦
・
太
助
の
妻 

 

岡
島 

徹
（
６
４
）
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
『
小
悪
党
』
店
主 

 

野
崎 

和
馬
（
２
１
）
・
フ
リ
ー
タ
ー 

 

佐
山
優
佳
（
２
８
）
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
堅
一
の
元
恋
人 

 

赤
嶺 

翔
太
（
４
０
）
・
作
業
員 

 

朝
倉 

愛
（
３
７
）
・
風
俗
嬢 

 

田
所
渉
（
３
６
）
・
家
電
量
販
店 

店
員 

 

武
山 

巌
（
５
５
）
・
会
社
員
・
恵
の
婚
約
者
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〇
繁
華
街
・
道
中
（
夜
） 

 
 

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
ん
だ
ま
ま
歩
く
頼
我

賢
一
（
３
１

）
。 

す
れ
違
う
人
々
が
次
々
に
堅
一
を
よ
け
続
け
る
。 

堅
一
、
ス
マ
ホ
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
て
来
る
女

子
高
生
を
目
に
留
め
、
立
止
る
。 

女
子
高
生
、
目
の
前
で
堅
一
に
気
付
き
、
怪
訝

な
表
情
を
浮
か
べ
て
す
れ
違
う
。 

堅
一
、
再
び
歩
き
始
め
る
。 

 

〇
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
『
小
悪
党
』
・
厨
房
（
夜
） 

 
 

流
し
場
で
洗
い
物
を
す
る
野
崎
和
馬
（
２
１

）
。

フ
ロ
ア
側
か
ら
岡
島
徹
（
６
４
）
が
顔
を
出
す
。 

岡
島
「
チ
ー
ズ
ハ
ン
バ
ー
グ
と
海
藻
サ
ラ
ダ
、
ゆ
っ

く
り
で
良
い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
か
」 

野
崎
「
は
い
」 

 
 

裏
口
の
扉
が
開
き
堅
一
が
入
っ
て
来
る
。 

岡
島
「
お
は
よ
う
」 

堅
一
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 
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堅
一
、
岡
島
に
向
か
っ
て
軽
く
頭
を
下
げ
、
野

崎
に
目
を
留
め
る
。 

岡
島
「
こ
の
前
話
し
た
、
阿
久
津
さ
ん
の
紹
介
の
」 

堅
一
「
あ
あ
」 

野
崎
「
野
崎
で
す
」 

堅
一
「
頼
我
で
す
」 

野
崎
「
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 

堅
一
、
野
崎
に
向
か
っ
て
軽
く
頭
を
下
げ
る
。 

岡
島
「
ま
あ
、
仲
良
く
や
っ
て
よ
」 

 
 

岡
島
、
フ
ロ
ア
に
出
て
行
く
。 

 
 

堅
一
、
ゆ
っ
く
り
と
着
替
え
を
始
め
る
。 

 
 

野
崎
、
メ
モ
帳
と
伝
票
を
両
手
に
慣
れ
な
い
手

付
き
で
冷
蔵
庫
を
物
色
し
始
め
る
。 

 
 

堅
一
、
野
崎
か
ら
伝
票
を
取
り
、
確
認
す
る
と
、

手
早
く
腰
に
サ
ロ
ン
を
巻
き
付
け
、
野
崎
を
押

し
退
け
る
様
に
し
て
冷
蔵
庫
か
ら
野
菜
を
取
出

す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
引
き
、
コ
ン
ロ
に
火

を
着
け
る
と
、
再
び
ま
な
板
に
移
り
野
菜
を
切

り
始
め
る
。
一
連
の
動
作
が
素
早
い
。 
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野
崎
、
堅
一
の
姿
を
只
々
見
て
い
る
事
し
か
出

来
な
い
。 

 

〇
同
・
店
内
フ
ロ
ア
（
夜
） 

 
 

レ
ト
ロ
ア
メ
リ
カ
ン
調
の
店
内
。
カ
ウ
ン
タ
ー

が
十
席
程
、
そ
の
後
ろ
に
は
ボ
ッ
ク
ス
席
が
数

席
。
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
店
内
に
客
の
姿
は
ま

ば
ら
で
あ
る
。 

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
内
で
手
持
無
沙
汰
な
様
子
の
野
崎
。 

 
 

岡
島
、
ボ
ッ
ク
ス
席
に
座
る
客
の
注
文
を
聞
く

と
、
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
野
崎
に
向
か
っ
て
、 

岡
島
「
野
崎
く
ん
、
生
二
つ
」 

野
崎
「
あ
、
は
い
」 

 
 

野
崎
、
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
棚
か
ら
ジ
ョ
ッ
キ
を

二
つ
手
に
取
り
、
ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
の
レ
バ
ー

を
握
る
。 

 
 

厨
房
か
ら
出
て
来
た
堅
一
、
野
崎
の
手
か
ら
ジ

ョ
ッ
キ
を
奪
う
と
、
冷
蔵
庫
の
中
か
ら
冷
え
た

ジ
ョ
ッ
キ
を
二
つ
取
出
し
、
サ
ー
バ
ー
か
ら
ビ

ー
ル
を
注
ぐ
。
泡
の
量
の
調
節
が
入
念
。 
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野
崎
、
そ
の
様
子
を
只
々
見
て
い
る
。 

 
 

堅
一
、
ジ
ョ
ッ
キ
二
杯
の
ビ
ー
ル
を
注
ぎ
終
え
、

ボ
ッ
ク
ス
席
に
目
を
や
る
と
、
カ
ッ
プ
ル
が
肩

を
寄
せ
合
い
話
し
て
い
る
。 

 
 

岡
島
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
来
る
。 

岡
島
「
タ
バ
ス
コ
入
れ
て
や
っ
て
よ
」 

 
 

岡
島
、
悪
戯
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
と
、
ジ
ョ
ッ

キ
二
つ
を
手
に
カ
ッ
プ
ル
の
も
と
へ
。 

堅
一
「
ク
ソ
共
が
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
厨
房
へ
戻
っ
て
行
く
。 

 

〇
同
・
厨
房
内
（
夜
） 

 
 

堅
一
、
厨
房
へ
戻
っ
て
来
る
と
、
業
務
用
冷
蔵

庫
に
一
発
蹴
り
を
入
れ
る
。 

 

〇
同
・
店
先
（
深
夜
） 

 
 

店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
じ
、
看
板
の
電
気
が
消

え
る
。 

堅
一
、
裏
口
か
ら
出
て
来
て
ス
マ
ホ
を
取
出
す
。 

画
面
に
は
『
不
在
着
信
・
頼
我
太
助
・
三
件
』 
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の
表
示
。 

堅
一
、
不
在
着
信
を
無
視
し
て
０
３
か
ら
始
ま

る
番
号
へ
電
話
を
掛
け
始
め
る
。 

 
〇
ア
パ
ー
ト
前
・
外
観
（
深
夜
） 

 
 

二
階
建
て
の
古
び
た
ア
パ
ー
ト
。
上
下
階
に
そ

れ
ぞ
れ
四
戸
ず
つ
の
扉
が
並
び
、
錆
び
た
鉄
階

段
が
伸
び
て
い
る
。 

 
 

堅
一
が
ア
パ
ー
ト
前
に
差
し
掛
か
る
と
、
鉄
階

段
に
腰
掛
け
る
頼
我
太
助
（
２
７
）
の
姿
を
目

に
留
め
る
。 

 
 

太
助
、
堅
一
に
気
付
き
重
た
く
腰
を
上
げ
る
。 

太
助
「
電
話
、
出
て
く
れ
よ
」 

堅
一
「
何
だ
よ
？
」 

太
助
「
実
家
に
顔
出
し
て
く
れ
」 

 
 

堅
一
、
無
言
の
ま
ま
鉄
階
段
を
上
っ
て
行
く
。 

太
助
、
堅
一
を
追
う
様
に
上
っ
て
行
く
。 

太
助
「
兄
貴
！
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
二
階
廊
下
（
深
夜
） 
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堅
一
、
太
助
を
無
視
し
て
二
階
奥
の
部
屋
へ
向

か
う
。 

太
助
「
聞
け
よ
」 

 
 

太
助
、
鍵
を
開
け
よ
う
と
す
る
堅
一
の
手
を
掴

ん
で
、 

太
助
「
母
ち
ゃ
ん
も
う
す
ぐ
籍
入
れ
る
ん
だ
っ
て
よ
」 

堅
一
「
知
る
か
」 

太
助
「
良
い
機
会
な
ん
だ
よ
、
聞
い
て
く
れ
よ
」 

堅
一
「
帰
れ
」 

 
 

堅
一
、
太
助
の
手
を
振
り
解
く
。 

 
 

鉄
階
段
を
上
が
っ
て
来
る
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
音
。 

 
 

見
る
か
ら
に
風
俗
嬢
の
出
立
を
し
た
朝
倉
愛

（
３
７
）
が
二
人
の
も
と
へ
や
っ
て
来
る
。 

愛
「
六
〇
分
コ
ー
ス
の
頼
我
さ
ん
？
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

太
助
「
・
・
・
」 

愛
「
・
・
・
ど
っ
ち
？
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
の
一
室
・
堅
一
の
部
屋
内
（
深
夜
） 

 
 

１
Ｋ
の
部
屋
。 
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堅
一
、
居
間
に
敷
か
れ
た
布
団
の
上
に
胡
坐
を

か
き
煙
草
を
吸
っ
て
い
る
。 

 
 

玄
関
に
太
助
と
愛
。
太
助
が
自
分
の
財
布
か
ら

二
万
を
愛
に
渡
す
。 

愛
「
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
３
Ｐ
か
と
思
っ
た
わ
」 

太
助
「
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
」 

愛
「
ま
あ
、
そ
っ
ち
が
良
い
な
ら
私
は
別
に
」 

太
助
「
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
」 

愛
「
弟
、
な
か
な
か
イ
ケ
メ
ン
」 

太
助
「
・
・
・
い
や
い
や
」 

愛
「
家
は
？
近
い
の
？
」 

 
 

太
助
、
左
手
の
指
輪
を
愛
に
見
せ
て
、 

太
助
「
い
や
、
僕
は
、
こ
れ
な
ん
で
」 

 
 

愛
、
自
分
の
鞄
か
ら
風
俗
用
の
名
刺
を
取
出
し
、 

愛
「
一
忚
、
渡
し
と
く
」 

 
 

太
助
、
渋
々
と
名
刺
を
受
取
る
。 

愛
「
基
本
的
に
私
な
ん
で
も
ア
リ
だ
か
ら
。
あ
、
で

も
ゴ
ム
は
そ
っ
ち
で
用
意
し
て
ね
」 

太
助
「
あ
あ
・
・
・
は
い
」 

愛
「
出
来
の
悪
い
兄
貴
持
つ
と
大
変
だ
ね
」 
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太
助
「
本
当
で
す
よ
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

愛
「
じ
ゃ
っ
、
ま
た
の
ご
利
用
お
待
ち
し
て
ま
ー
す
」 

 
 

愛
、
部
屋
を
出
て
行
く
。
静
寂
。 

 
 

太
助
、
ふ
と
玄
関
の
靴
に
目
を
落
と
し
、 

太
助
「
兄
貴
、
今
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
太
助
に
二
万
を
投
げ
つ
け
る
。 

太
助
「
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
煙
草
を
消
し
、
キ
ッ
チ
ン
ま
で
歩
い
て

行
く
と
料
理
を
始
め
る
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
二
階
廊
下
・
堅
一
の
部
屋
の
前
（
深
夜
） 

 
 

部
屋
の
扉
が
開
き
、
太
助
が
出
て
来
る
。 

 
 

太
助
が
部
屋
の
中
を
振
り
返
り
一
人
で
食
事
を

す
る
堅
一
の
姿
を
見
て
静
か
に
扉
を
閉
め
る
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内 

 
 

布
団
で
寝
て
い
る
堅
一
。 

 
 

卓
袱
台
の
上
に
は
空
に
な
っ
た
皿
と
丼
。 

 
 

堅
一
、
目
を
覚
ま
し
、
布
団
を
出
る
。 
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×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

堅
一
、
キ
ッ
チ
ン
で
食
器
を
洗
い
、
出
し
っ
放 

し
に
な
っ
て
い
た
醤
油
の
瓶
を
手
に
冷
蔵
庫
を

開
け
よ
う
と
す
る
と
、
冷
蔵
庫
の
ド
ア
に
マ
グ

ネ
ッ
ト
で
張
り
付
け
ら
れ
た
二
万
を
目
に
留
め

る
。
じ
わ
じ
わ
と
怒
り
が
込
み
上
げ
、
冷
蔵
庫

に
一
発
蹴
り
を
入
れ
る
。 

 

〇
頼
我
家
・
実
家
前 

 
 

年
季
の
入
っ
た
一
軒
家
。
家
の
前
に
軽
自
動
車

が
停
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

助
手
席
か
ら
頼
我
美
空
（
２
５
）
が
降
り
て
来

る
。
大
き
く
な
っ
た
お
腹
を
気
遣
い
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
玄
関
ま
で
行
き
、
呼
び
鈴
を
鳴
ら
す
。 

 
 

家
の
中
か
ら
頼
我
恵
（
５
３
）
が
顔
を
出
す
。 

恵
「
美
空
ち
ゃ
ん
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
」 

美
空
「
ご
無
沙
汰
し
て
ま
す
」 

恵
「
入
っ
て
入
っ
て
」 

 
 

太
助
、
運
転
席
か
ら
降
り
て
来
る
。 

恵
「
お
か
え
り
」 
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太
助
、
恵
に
軽
く
手
を
振
る
。 

 
 

恵
、
美
空
を
支
え
な
が
ら
家
の
中
へ
入
る
。 

 
 

太
助
、
後
に
続
こ
う
と
す
る
と
、
背
後
か
ら
肩

を
掴
ま
れ
る
。
振
り
返
る
と
、
堅
一
の
姿
。 

太
助
「
え
っ
！
？
」 

 
 

堅
一
、
手
に
し
た
二
万
を
太
助
の
口
に
捻
じ
込

も
う
と
す
る
。
必
死
に
抵
抗
す
る
太
助
。 

 
 

二
人
は
縺
れ
合
い
な
が
ら
倒
れ
込
む
。 

 
 

マ
ウ
ン
ト
を
取
っ
た
堅
一
、
口
が
駄
目
な
ら
と

太
助
の
鼻
に
二
万
を
捻
じ
込
む
。 

太
助
「
痛
い
痛
い
痛
い
！
」 

 
 

堅
一
、
太
助
の
口
が
開
い
た
隙
に
二
万
を
口
に

押
し
込
む
。
何
も
言
え
な
く
な
っ
た
太
助
の
胸

倉
を
つ
か
み
、 

堅
一
「
俺
は
誰
の
世
話
に
も
な
ら
ね
え
」 

 
 

堅
一
、
立
ち
上
が
る
と
踵
を
返
し
て
歩
き
出
す
。 

 
 

太
助
、
ふ
ら
ふ
ら
と
立
ち
上
が
り
、
二
万
を
吐

き
出
す
と
、
堅
一
の
背
中
に
向
か
っ
て
、 

太
助
「
死
ぬ
ま
で
燻
ぶ
っ
と
け
ク
ソ
兄
貴
！
」 

 
 

堅
一
、
思
わ
ず
振
り
返
る
。 
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家
の
中
か
ら
恵
が
出
て
来
る
。 

 
 

堅
一
と
恵
、
遠
目
に
目
が
合
う
。 

 
 

恵
、
太
助
の
肩
を
抱
い
て
家
の
中
へ
入
る
。 

 
 

堅
一
、
怒
り
の
形
相
で
歩
き
出
す
。 

 

〇
繁
華
街
・
道
中
（
夕
方
） 

 
 

堅
一
、
缶
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
ふ
ら
ふ
ら

と
歩
い
て
い
る
。
飲
み
干
し
、
缶
を
地
面
に
叩

き
つ
け
る
。 

 

〇
居
酒
屋
・
店
内
（
夜
） 

 
 

堅
一
、
一
人
カ
ウ
ン
タ
ー
席
で
日
本
酒
を
煽
り

な
が
ら
、
賑
わ
う
店
内
を
見
渡
す
。 

 
 

合
コ
ン
で
盛
り
上
が
る
八
人
の
男
女
、
語
り
合

っ
て
い
る
ス
ー
ツ
姿
の
四
人
組
男
女
、
自
分
た

ち
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
い
る
カ
ッ
プ
ル
、
談

笑
す
る
四
人
家
族
。 

 
 

堅
一
、
そ
れ
ぞ
れ
を
睨
み
つ
け
る
様
に
見
る
と
、

や
が
て
項
垂
れ
る
。 
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〇
堅
一
の
部
屋
内
（
夜
）
～
（
朝
） 

 
 

堅
一
、
泥
酔
の
ま
ま
帰
宅
す
る
。
冷
蔵
庫
を
開 

け
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
取
り
出
す
と
、
勢
い
よ

く
扉
を
閉
め
る
。 

 
 

水
を
飲
み
、
や
や
酔
い
が
落
ち
着
い
て
き
た
堅

一
、
ふ
と
冷
蔵
庫
を
見
詰
め
る
。
し
ば
ら
く
、

睨
み
合
う
か
の
様
に
見
詰
め
て
い
る
。
見
る
見

る
内
に
眉
間
に
皺
を
寄
せ
、
何
気
な
く
、 

堅
一
「
何
見
て
ん
だ
よ
コ
ラ
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
冷
蔵
庫
を
睨
み
続
け
る
。 

堅
一
「
見
て
ん
じ
ゃ
ね
え
ぞ
コ
ラ
ァ
！
」 

 
 

堅
一
、
冷
蔵
庫
に
蹴
り
を
入
れ
る
。 

 
 

冷
蔵
庫
（
台
詞
時
以
下
、
マ
ク
レ
ー
ン
）
よ
り

声
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
痛
い
の
う
ワ
レ
ェ
！
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
何
で
ワ
シ
が
毎
度
毎
度
お
前
か

ら
蹴
り
喰
ら
わ
な
ア
カ
ン
の
じ
ゃ
コ
ラ
ァ
！
？
」 

堅
一
「
・
・
・
ア
ァ
？
」 
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マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
オ
ン
ド
レ
、
こ
っ
ち
が
冷
蔵
庫

や
思
う
て
舐
め
と
っ
た
ら
ホ
ン
マ
に
イ
テ
ま
う
ど

コ
ラ
ァ
！
」 

堅
一
「
テ
メ
ェ
誰
に
向
か
っ
て
口
利
い
て
ん
だ
コ
ラ

ァ
！
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
前
じ
ゃ
ボ
ケ
ェ
！
ワ
シ
ん
中

の
ナ
マ
モ
ン
全
部
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
か
し
た
ろ
か
コ

ラ
ァ
！
」 

堅
一
「
や
れ
る
も
ん
な
ら
や
っ
て
み
ろ
コ
ラ
ア
！
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ビ
ー
ル
か
ら
何
か
ら
全
部
、
常

温
に
し
た
る
ぞ
コ
ラ
ァ
！
」 

堅
一
「
う
る
せ
え
ん
だ
よ
、
ガ
ラ
ク
タ
！
」 

 
 

堅
一
、
冷
蔵
庫
に
強
烈
な
蹴
り
を
入
れ
る
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
貴
様
ま
た
蹴
り
よ
っ
た
な
！
」 

堅
一
「
あ
あ
畜
生
！
」 

 
 

堅
一
、
居
間
の
布
団
に
向
か
う
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ど
こ
行
く
ね
ん
！
ま
だ
話
終
わ

っ
て
な
い
ぞ
！
」 

 
 

堅
一
、
居
間
の
布
団
に
入
る
。 
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マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
前
い
つ
か
絶
対
泣
か
し
た
る

か
ら
な
！
覚
え
と
け
よ
コ
ラ
ァ
！
」 

 
 

堅
一
、
布
団
の
中
で
必
死
に
目
を
瞑
る
。 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

朝
。
堅
一
が
布
団
の
中
で
目
を
覚
ま
す
。
頭
痛

に
顔
を
顰
め
、
ゆ
っ
く
り
体
を
起
こ
す
。
キ
ッ

チ
ン
に
目
を
や
る
と
、
キ
ャ
ッ
プ
が
開
い
た
ま

ま
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
冷
蔵
庫
の
前
に
置
か
れ

て
い
る
。
重
た
く
立
ち
上
り
、
キ
ッ
チ
ン
へ
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
拾
い
上
げ
、
冷
蔵
庫
を
見
詰

め
る
。
水
を
一
口
飲
み
、
冷
蔵
庫
全
体
を
確
か

め
る
様
に
見
回
す
と
、
ゆ
っ
く
り
と
扉
を
開
け
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
中
に
し
ま
う
。
確
か
め
る
様

に
冷
蔵
庫
の
中
を
見
回
し
た
後
、
ゆ
っ
く
り
と

扉
を
閉
め
る
。
し
ば
し
冷
蔵
庫
を
見
詰
め
る
と
、

布
団
に
戻
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

堅
一
の
背
後
に
向
か
い
マ
ク
レ
ー
ン
の
声
、 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
許
し
て
貰
う
た
と
思
う
な
よ
」 

 
 

堅
一
、
驚
愕
の
表
情
で
冷
蔵
庫
を
振
り
返
る
。 

堅
一
「
！
？
」 
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×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

堅
一
、
ス
マ
ホ
を
耳
に
当
て
、 

堅
一
「
う
ち
の
冷
蔵
庫
の
様
子
が
お
か
し
い
ん
で
す
、

今
す
ぐ
来
て
下
さ
い
」 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

作
業
服
姿
の
赤
嶺
翔
太
（
４
０
）
が
冷
蔵
庫
の

裏
を
確
認
し
て
い
る
。
や
が
て
、 

赤
嶺
「
特
に
お
か
し
な
所
は
な
い
で
す
け
ど
ね
」 

堅
一
「
も
っ
と
よ
く
見
て
下
さ
い
」 

赤
嶺
「
具
体
的
に
、
ど
の
様
な
不
具
合
が
・
・
・
」 

堅
一
「
何
て
言
う
か
・
・
・
ガ
タ
ガ
タ
う
る
さ
い
ん

で
す
よ
」 

赤
嶺
「
・
・
・
変
な
音
が
す
る
と
？
」 

堅
一
「
ま
あ
、
そ
ん
な
所
で
す
」 

赤
嶺
「
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
？
」 

堅
一
「
何
か
、
凄
ぇ
偉
そ
う
で
、
生
意
気
な
感
じ
？
」 

赤
嶺
「
・
・
・
」 

堅
一
「
何
す
か
？
」 

赤
嶺
「
あ
あ
、
い
や
・
・
・
」 

 
 

赤
嶺
、
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。 
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堅
一
「
ま
あ
、
こ
っ
ち
も
酒
入
っ
て
た
か
ら
感
情
的

に
な
っ
て
た
っ
て
の
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
マ
ジ
あ

れ
は
無
い
わ
」 

赤
嶺
「
・
・
・
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
二
階
廊
下
・
堅
一
の
部
屋
の
前 

 
 

堅
一
の
部
屋
の
戸
が
開
き
、
赤
嶺
が
出
て
来
る
。

見
送
る
堅
一
。 

赤
嶺
「
ま
あ
、
今
日
の
所
は
様
子
を
見
て
、
ま
た
何

か
あ
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ
い
」 

堅
一
、
赤
嶺
に
軽
く
頭
を
下
げ
、
戸
を
閉
め
る
。 

歩
き
出
す
赤
嶺
、
静
か
に
舌
打
ち
を
一
回
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内 

 
 

堅
一
が
冷
蔵
庫
を
睨
み
つ
け
な
が
ら
、 

堅
一
「
な
に
黙
っ
て
ん
だ
よ
、
オ
イ
？
」 

 
 

冷
蔵
庫
に
変
化
は
な
い
。 

堅
一
「
逃
げ
て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
、
何
と
か
言
っ
て
み

ろ
よ
？
」 

 
 

冷
蔵
庫
の
戸
が
独
り
で
に
開
く
。 
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堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
冷
蔵
庫
の
戸
を
閉
め
る
。 

 
 

再
び
冷
蔵
庫
の
戸
が
独
り
で
に
開
く
。 

堅
一
「
・
・
・
喧
嘩
売
っ
て
ん
の
か
、
お
前
？
」 

 
 

堅
一
、
冷
蔵
庫
の
戸
を
強
め
に
閉
め
る
。 

 
 

再
び
冷
蔵
庫
の
戸
が
独
り
で
に
開
く
。 

堅
一
「
あ
あ
！
何
な
ん
だ
よ
、
お
前
！
」 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

堅
一
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
冷
蔵
庫
を
ぐ
る
ぐ
る
巻

き
に
す
る
と
、
鞄
を
手
に
部
屋
を
出
て
行
く
。 

 

〇
パ
チ
ン
コ
屋
店
内 

 
 

堅
一
、
煙
草
を
吸
い
な
が
ら
パ
チ
ン
コ
を
打
っ

て
い
る
。
手
元
の
灰
皿
は
吸
殻
の
山
。 

 

〇
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
『
小
悪
党
』
厨
房
内
（
夜
） 

 
 

厨
房
で
乱
暴
に
洗
い
物
を
す
る
堅
一
と
、
慣
れ

な
い
手
付
き
で
食
材
の
仕
込
み
を
す
る
野
崎
。 

 
 

堅
一
、
洗
い
物
を
終
え
野
崎
に
目
を
や
る
。
野

崎
の
不
器
用
な
手
付
き
に
顔
を
顰
め
、 
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堅
一
「
ど
け
！
」 

 
 

堅
一
、
野
崎
を
押
し
退
け
食
材
の
仕
込
み
を
始

め
る
。 

 
 

岡
島
が
フ
ロ
ア
側
よ
り
顔
を
出
し
、 

岡
島
「
サ
ラ
ミ
ピ
ザ
、
チ
キ
ン
ス
テ
ー
キ
」 

 
 

堅
一
、
手
早
く
フ
ラ
イ
パ
ン
を
コ
ン
ロ
に
か
け

油
を
ひ
く
。 

岡
島
「
野
崎
く
ん
、
生
と
ハ
イ
ボ
ー
ル
！
」 

野
崎
「
あ
、
は
い
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
厨
房
を
飛
び
出
し
フ
ロ
ア
へ
。 

 
 

野
崎
、
立
ち
尽
く
す
ば
か
り
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内
（
深
夜
） 

 
 

堅
一
が
帰
宅
し
、
部
屋
の
電
気
を
つ
け
る
と
、

冷
凍
庫
か
ら
水
が
流
れ
出
し
、
冷
蔵
庫
の
付
近

が
水
浸
し
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

堅
一
、
慌
て
て
冷
凍
庫
と
冷
蔵
庫
の
扉
を
開
け

る
。 

堅
一
「
ふ
ざ
け
や
が
っ
て
・
・
・
」 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
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堅
一
、
冷
蔵
庫
の
中
身
を
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
、
牛

乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
身
を
流
し
に

捨
て
る
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
別
に
全
部
捨
て
る
必
要
な
い
や

な
い
か
、
一
言
詫
び
れ
ば
許
し
た
る
の
に
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ま
あ
、
お
前
に
詫
び
を
期
待
す

る
だ
け
野
暮
な
話
か
」 

 
 

堅
一
、
再
び
冷
蔵
庫
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
ぐ
る
ぐ

る
巻
き
に
す
る
と
、
部
屋
を
出
て
行
く
。 

 

〇
コ
ン
ビ
ニ
店
先
・
外
（
深
夜
） 

 
 

堅
一
、
弁
当
の
入
っ
た
袋
を
手
に
コ
ン
ビ
ニ
か

ら
出
て
来
る
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内
（
深
夜
） 

 
 

布
団
の
上
で
弁
当
を
食
べ
る
堅
一
。 

 

〇
家
電
量
販
店
・
店
内
・
家
電
フ
ロ
ア 

 
 

賑
わ
う
フ
ロ
ア
内
。 
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堅
一
、
冷
蔵
庫
の
コ
ー
ナ
ー
を
ふ
ら
ふ
ら
と
歩

い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
値
札
を
確
認
し
、
眉
間

に
皺
を
寄
せ
る
。 

 
 

堅
一
、
ふ
と
店
内
を
歩
く
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
を

見
る
。
し
ば
し
目
を
奪
わ
れ
る
。 

 
 

制
服
姿
の
田
所
渉
（
３
６
）
が
堅
一
に
近
付
き
、 

田
所
「
冷
蔵
庫
、
お
探
し
で
す
か
？
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
田
所
を
無
視
。 

田
所
「
こ
の
辺
り
の
物
は
ち
ょ
っ
と
お
値
段
張
っ
ち

ゃ
う
ん
で
す
け
ど
、
あ
ち
ら
に
は
お
手
頃
な
物
が

揃
っ
て
お
り
ま
す
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
終
始
無
言
の
ま
ま
そ
の
場
を
去
る
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
前
・
外
観 

 
 

堅
一
が
ア
パ
ー
ト
前
に
差
し
掛
か
る
と
、
背
後

か
ら
優
佳
の
声
、 

優
佳
の
声
「
堅
一
く
ん
」 

 
 

堅
一
、
振
り
返
る
と
佐
山
優
佳
（
２
８
）
の
姿
。 
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堅
一
「
・
・
・
」 

優
佳
「
・
・
・
久
し
ぶ
り
」 

堅
一
「
・
・
・
ど
う
し
た
の
？
」 

優
佳
「
荷
物
、
残
っ
て
る
や
つ
」 

堅
一
「
あ
あ
・
・
・
」 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内 

 
 

堅
一
と
優
佳
が
部
屋
に
入
っ
て
来
る
。 

優
佳
「
お
邪
魔
し
ま
す
・
・
・
」 

堅
一
「
も
と
も
と
自
分
ん
家
だ
ろ
」 

優
佳
「
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
」 

堅
一
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
」 

 
 

堅
一
、
居
間
の
奥
の
押
し
入
れ
か
ら
段
ボ
ー
ル

箱
を
持
っ
て
来
る
。 

堅
一
「
住
所
教
え
て
く
れ
た
ら
、
送
る
け
ど
」 

優
佳
「
大
丈
夫
、
自
分
で
や
る
か
ら
」 

堅
一
「
・
・
・
そ
う
」 

 
 

優
佳
、
ふ
と
ガ
ム
テ
ー
プ
の
巻
か
れ
た
冷
蔵
庫

を
目
に
留
め
る
。 

優
佳
「
壊
れ
ち
ゃ
っ
た
の
？
」 
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堅
一
「
う
ん
・
・
・
ま
あ
、
壊
れ
た
っ
て
言
う
か
」 

優
佳
「
・
・
・
中
古
品
だ
っ
た
も
ん
ね
」 

堅
一
「
・
・
・
要
る
？
」 

優
佳
「
要
ら
な
い
で
し
ょ
」 

堅
一
「
・
・
・
だ
よ
ね
」 

 
 

不
器
用
に
笑
い
合
う
二
人
。 

優
佳
「
横
浜
だ
っ
た
っ
け
？
」 

堅
一
「
う
ん
、
横
浜
の
ち
ょ
っ
と
先
」 

優
佳
「
あ
そ
こ
、
ま
だ
あ
っ
た
よ
」 

堅
一
「
・
・
・
そ
う
か
」 

優
佳
「
相
変
わ
ら
ず
オ
ン
ボ
ロ
な
や
つ
ば
っ
か
り
並

ん
で
た
け
ど
」 

堅
一
「
・
・
・
す
ぐ
潰
れ
る
と
思
っ
て
た
け
ど
ね
」 

優
佳
「
そ
う
だ
ね
、
で
も
、
私
あ
そ
こ
好
き
だ
よ
」 

堅
一
「
う
ん
・
・
・
」 

優
佳
「
・
・
・
」 

 
 

し
ば
し
の
沈
黙
。 

堅
一
「
・
・
・
優
佳
、
あ
の
」 

優
佳
「
ご
め
ん
、
人
待
た
せ
て
る
ん
だ
」 

堅
一
「
・
・
・
そ
っ
か
、
気
を
付
け
て
」 
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優
佳
「
あ
り
が
と
う
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
ね
」 

堅
一
「
う
ん
・
・
・
」 

優
佳
「
も
う
物
に
当
た
っ
ち
ゃ
駄
目
だ
よ
」 

堅
一
「
・
・
・
う
ん
」 

優
佳
「
誰
も
得
し
な
い
ん
だ
か
ら
」 

堅
一
「
う
ん
・
・
・
」 

優
佳
「
・
・
・
じ
ゃ
あ
ね
」 

 
 

優
佳
、
部
屋
を
出
て
行
く
。 

 
 

堅
一
、
扉
を
閉
め
る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
部
屋

を
出
る
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
二
階
廊
下 

 
 

堅
一
、
二
階
廊
下
か
ら
、
段
ボ
ー
ル
を
手
に
歩

い
て
行
く
優
佳
を
見
下
ろ
す
。
声
を
か
け
よ
う

に
も
、
言
葉
が
詰
ま
る
。 

 
 

優
佳
、
ア
パ
ー
ト
前
に
停
ま
っ
た
一
台
の
車
に

向
か
っ
て
行
く
。
優
佳
が
車
に
近
付
く
と
、
運

転
席
か
ら
男
が
降
り
て
来
て
、
助
手
席
の
ド
ア

を
開
け
、
優
佳
の
荷
物
を
受
取
る
と
、
後
部
座

席
に
荷
物
を
入
れ
る
。 
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二
人
が
乗
り
込
む
と
、
車
が
走
り
去
る
。 

 
 

堅
一
、
そ
れ
を
見
届
け
る
と
、
静
か
に
部
屋
に

入
っ
て
行
く
。 

 
〇
堅
一
の
部
屋
内
（
昼
）
～
（
夕
方
） 

 
 

堅
一
、
部
屋
に
戻
っ
て
来
る
と
、
冷
蔵
庫
に
目

を
や
り
、
や
が
て
ガ
ム
テ
ー
プ
を
剥
が
し
出
す
。 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

夕
方
。
卓
袱
台
に
置
か
れ
た
堅
一
の
ス
マ
ホ
に

着
信
。
画
面
に
は
『
店
長
』
の
文
字
。 

堅
一
、
着
信
を
気
に
も
留
め
ず
居
間
で
煙
草
を

吹
か
し
な
が
ら
窓
の
外
を
見
詰
め
て
い
る
。 

 
 

冷
蔵
庫
の
戸
が
独
り
で
に
開
く
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
堅
一
、
捨
て
忘
れ
や
」 

 
 

堅
一
が
冷
蔵
庫
に
目
を
向
け
る
と
、
中
に
は
缶

ビ
ー
ル
が
一
本
だ
け
残
っ
て
い
る
。 

 
 

堅
一
、
冷
蔵
庫
の
前
に
座
り
込
み
、
中
の
缶
ビ

ー
ル
を
手
に
取
る
と
、
そ
の
冷
た
さ
に
や
や
驚

き
の
表
情
を
見
せ
る
。
冷
蔵
庫
の
戸
を
閉
め
、

寄
り
掛
か
り
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
始
め
る
。 
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〇
繁
華
街
・
道
中
（
夜
） 

 
 

堅
一
、
人
込
み
を
か
き
分
け
な
が
ら
歩
く
。 

 

〇
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
『
小
悪
党
』
厨
房
内
（
夜
） 

 
 

裏
口
の
扉
が
開
き
堅
一
が
入
っ
て
来
る
と
、
厨

房
内
で
岡
本
が
息
付
く
暇
も
無
い
様
子
で
調
理

を
し
て
い
る
。 

 
 

岡
本
、
堅
一
に
は
目
も
く
れ
ず
、 

岡
島
「
遅
え
よ
！
何
で
電
話
出
な
い
ん
だ
よ
！
？
」 

 
 

堅
一
、
未
だ
茫
然
と
し
つ
つ
、 

堅
一
「
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
」 

岡
島
「
野
崎
が
辞
め
た
か
ら
よ
！
こ
っ
ち
は
一
人
で

全
部
回
し
て
ん
だ
よ
！
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

岡
島
「
早
く
仕
事
入
っ
て
く
れ
よ
！
フ
ロ
ア
回
っ
て

ね
え
ん
だ
よ
！
」 

堅
一
「
あ
、
は
い
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
慌
て
て
腰
に
サ
ロ
ン
を
巻
き
付
け
る
。 

岡
本
「
あ
と
、
お
前
に
客
来
て
る
ぞ
」 

堅
一
「
え
・
・
・
」 
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岡
本
「
え
？
じ
ゃ
ね
え
よ
！
先
に
そ
っ
ち
行
っ
て
こ

い
！
」 

堅
一
「
あ
、
は
い
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
フ
ロ
ア
に
出
て
行
く
。 

 

〇
同
・
店
内
フ
ロ
ア
（
夜
） 

 
 

厨
房
か
ら
堅
一
が
出
て
来
る
と
、
カ
ウ
ン
タ
ー

に
美
空
が
座
っ
て
い
る
。 

美
空
「
あ
、
お
疲
れ
様
で
す
」 

 
 

美
空
、
堅
一
に
向
か
っ
て
手
を
振
る
。 

堅
一
「
・
・
・
あ
あ
、
ど
う
も
」 

美
空
「
た
ま
た
ま
、
近
く
ま
で
来
た
ん
で
」 

堅
一
「
弟
も
？
」 

美
空
「
う
う
ん
、
今
日
は
私
一
人
で
す
」 

堅
一
「
お
酒
・
・
・
」 

美
空
「
ま
さ
か
！
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
で
す
よ
」 

堅
一
「
あ
あ
・
・
・
」 

美
空
「
私
だ
っ
て
た
ま
に
は
一
人
で
飲
み
た
く
な
る

ん
で
す
よ
、
今
は
こ
の
子
が
許
し
て
く
れ
な
い
け

ど
」 
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美
空
、
自
分
の
お
腹
を
撫
で
る
。 

堅
一
「
・
・
・
」 

美
空
「
こ
の
前
は
す
み
ま
せ
ん
、
太
助
が
」 

堅
一
「
・
・
・
い
や
」 

美
空
「
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
押
し
掛
け
て
・
・
・
お
義
兄

さ
ん
も
色
々
忙
し
い
の
に
」 

堅
一
「
い
や
・
・
・
そ
ん
な
事
な
い
で
す
よ
」 

美
空
「
明
後
日
で
す
っ
て
、
お
母
さ
ん
」 

堅
一
「
・
・
・
そ
う
っ
す
か
」 

美
空
「
話
す
気
な
い
で
す
か
？
」 

堅
一
「
い
や
あ
・
・
・
僕
は
」 

美
空
「
お
酒
強
い
み
た
い
で
、
新
し
い
旦
那
さ
ん
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

美
空
「
私
も
太
助
も
飲
め
な
い
か
ら
、
お
義
兄
さ
ん

一
回
付
き
合
っ
て
貰
え
な
い
か
な
っ
て
」 

堅
一
「
僕
は
無
理
で
す
よ
」 

美
空
「
見
て
来
て
ほ
し
い
ん
で
す
よ
、
あ
い
つ
が
ど

れ
だ
け
ク
ズ
か
っ
て
」 

堅
一
「
・
・
・
え
？
」 

美
空
「
結
婚
さ
せ
た
く
な
い
ん
で
す
、
私
も
太
助
も
」 
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堅
一
「
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

 
 

美
空
、
無
言
の
ま
ま
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

み
干
す
。 

堅
一
「
・
・
・
酒
癖
、
悪
い
の
？
」 

美
空
「
ま
あ
、
そ
れ
な
り
に
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

美
空
「
誰
か
が
何
か
言
わ
な
い
と
、
お
母
さ
ん
も
」 

堅
一
「
・
・
・
俺
、
仕
事
が
」 

美
空
「
・
・
・
と
り
あ
え
ず
、
私
は
帰
り
ま
す
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

美
空
「
お
会
計
お
願
い
し
ま
す
」 

堅
一
「
い
や
、
良
い
で
す
よ
」 

 
 

美
空
、
財
布
か
ら
千
円
札
を
二
枚
出
し
て
、 

美
空
「
い
や
い
や
」 

堅
一
「
い
や
、
本
当
に
、
本
当
に
、
大
丈
夫
だ
か
ら
」 

 
 

堅
一
、
美
空
に
二
千
円
を
押
し
返
す
。 

美
空
「
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
お
言
葉
に
甘
え
て
」 

堅
一
「
気
を
付
け
て
、
本
当
に
」 

美
空
「
タ
ク
シ
ー
拾
う
ん
で
。
本
当
、
ち
ょ
っ
と
考

え
て
み
て
下
さ
い
」 
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堅
一
「
え
え
っ
と
・
・
・
」 

美
空
「
お
義
兄
さ
ん
に
し
か
頼
め
な
い
話
な
ん
で
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

美
空
「
行
く
時
、
連
絡
く
だ
さ
い
ね
、
ご
馳
走
様
で

し
た
」 

 
 

店
を
出
て
行
く
美
空
を
最
後
ま
で
見
送
る
堅
一
。 

 
 

堅
一
が
店
内
を
見
回
し
、
客
が
一
人
も
い
な
か

っ
た
事
に
気
付
く
。 

 
 

岡
島
が
厨
房
か
ら
出
て
来
る
と
、
近
く
の
ボ
ッ

ク
ス
席
に
ど
っ
か
り
と
腰
を
下
ろ
す
。 

 
 

堅
一
、
岡
島
に
何
も
言
え
ず
に
い
る
。 

岡
島
「
こ
っ
ち
の
歳
考
え
て
ほ
し
い
よ
ね
、
本
当
」 

堅
一
「
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
」 

岡
島
「
お
前
じ
ゃ
な
い
よ
、
お
前
も
だ
け
ど
ね
、
野

崎
く
ん
が
さ
、
連
絡
の
一
つ
も
寄
越
さ
な
い
で
」 

堅
一
「
そ
う
い
う
奴
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
け
ど
」 

岡
島
「
・
・
・
ど
う
い
う
奴
だ
よ
？
」 

堅
一
「
そ
れ
は
・
・
・
」 

岡
島
「
お
前
さ
、
ど
れ
だ
け
野
崎
く
ん
の
こ
と
知
っ

て
る
の
？
」 
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堅
一
「
・
・
・
」 

岡
島
「
そ
う
い
う
奴
っ
て
言
う
け
ど
よ
、
ど
う
い
う

奴
な
の
よ
？
野
崎
く
ん
は
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
し
ば
ら
く
何
も
言
え
な
い
。 

岡
島
「
ま
あ
、
去
る
者
は
追
わ
な
い
け
ど
ね
、
う
ち

は
基
本
的
に
。
そ
う
言
え
ば
、
あ
の
子
一
杯
も
お

酒
飲
ま
な
か
っ
た
な
、
こ
こ
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
な

ん
だ
け
ど
」 

堅
一
「
妊
娠
し
て
る
ん
で
」 

岡
島
「
そ
う
だ
っ
た
の
？
何
だ
よ
、
単
に
太
っ
て
る

子
な
の
か
と
思
っ
て
た
よ
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

岡
島
「
あ
、
申
し
訳
な
い
け
ど
、
今
日
疲
れ
ち
ゃ
っ

た
か
ら
、
一
日
二
日
休
ま
せ
て
貰
う
よ
」 

堅
一
「
・
・
・
え
？
」 

岡
島
「
え
？
っ
て
、
電
話
出
な
か
っ
た
の
誰
だ
よ
？
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

岡
島
「
お
前
が
も
っ
と
早
く
来
て
た
ら
俺
の
体
は
今

こ
ん
な
風
に
は
な
っ
て
な
い
ん
だ
よ
」 
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堅
一
「
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
」 

岡
島
「
今
年
六
五
な
ん
だ
よ
、
こ
っ
ち
は
。
ま
あ
、

ま
た
連
絡
す
る
か
ら
よ
、
鍵
だ
け
宜
し
く
」 

 
 

岡
島
、
エ
プ
ロ
ン
を
外
し
な
が
ら
厨
房
に
入
っ

て
行
く
。
岡
島
を
見
送
る
堅
一
、
カ
ウ
ン
タ
ー

に
座
り
煙
草
に
火
を
着
け
る
。 

 
 

厨
房
の
奥
か
ら
裏
口
扉
の
閉
ま
る
音
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内
（
深
夜
）
～
（
朝
） 

 
 

コ
ン
ビ
ニ
の
袋
を
手
に
帰
宅
す
る
堅
一
、
や
や

酔
っ
て
い
る
様
子
。 

冷
蔵
庫
の
前
に
座
り
、
袋
か
ら
出
し
た
缶
ビ
ー

ル
や
紙
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
数
本
冷
蔵

庫
に
入
れ
る
。 

 
 

し
ば
し
の
沈
黙
。 

堅
一
「
な
あ
、
ち
ょ
っ
と
良
い
か
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ど
な
い
し
た
？
」 

堅
一
「
お
前
、
名
前
は
な
ん
て
い
う
ん
だ
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ア
ホ
か
」 

堅
一
「
あ
あ
？
」 
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マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
冷
蔵
庫
に
名
前
な
ん
か
あ
る
か

い
。
ま
あ
、
強
い
て
言
う
な
ら
マ
ク
レ
ー
ン
か
な
」 

堅
一
「
マ
ク
レ
ー
ン
・
・
・
ど
う
し
て
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
俺
を
作
っ
た
会
社
の
名
前
」 

堅
一
「
お
前
は
ど
こ
で
生
ま
れ
た
ん
だ
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
大
阪
や
、
口
振
り
聞
い
て
て
分

か
る
や
ろ
が
い
」 

堅
一
「
好
き
な
物
は
な
ん
な
ん
だ
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
・
・
・
自
分
、
大
丈
夫
？
」 

堅
一
「
教
え
て
く
れ
な
い
か
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
好
き
な
も
ん
か
・
・
・
ま
あ
、

こ
っ
ち
は
立
場
的
に
来
る
モ
ノ
拒
ま
ず
の
姿
勢
で

お
ら
な
あ
か
ん
か
ら
な
、
特
に
好
き
な
も
ん
っ
て

の
は
な
い
か
な
」 

堅
一
「
ど
ん
な
女
の
子
が
好
き
な
ん
だ
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
自
分
、
お
ち
ょ
く
っ
て
る
？
」 

堅
一
「
教
え
て
く
れ
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
株
式
会
社
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ド
ラ

ム
式
洗
濯
機
、
乾
燥
機
付
き
の
ピ
ン
ク
色
」 

堅
一
「
・
・
・
ど
う
し
て
？
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 33 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
知
ら
ん
、
一
目
惚
れ
や
」 

堅
一
「
ハ
ハ
、
冷
蔵
庫
も
一
目
惚
れ
す
る
ん
だ
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
何
笑
う
と
ん
ね
ん
、
し
ば
く
ぞ
」 

堅
一
「
ど
う
い
う
所
が
良
か
っ
た
の
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
知
ら
ん
、
忘
れ
た
」 

堅
一
「
や
っ
ぱ
り
、
ピ
ン
ク
っ
て
い
う
色
に
惚
れ
た

の
か
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ま
あ
、
色
は
俺
好
み
や
っ
た
ね
、

あ
と
は
、
あ
の
全
体
の
フ
ォ
ル
ム
？
プ
ロ
ポ
ー
シ

ョ
ン
？
」 

堅
一
「
何
だ
よ
そ
れ
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
あ
の
独
特
な
さ
、
形
が
さ
、
堪

ら
ん
や
ん
？
家
電
心
を
く
す
ぐ
る
や
ん
？
」 

堅
一
「
近
未
来
的
な
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
そ
う
そ
う
！
あ
の
穴
が
深
そ
う

な
感
じ
と
か
」 

 
 

堅
一
、
手
を
叩
き
笑
い
な
が
ら
、 

堅
一
「
何
だ
よ
そ
れ
！
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
前
、
ア
ホ
言
わ
す
な
！
」 

堅
一
「
逆
に
、
こ
い
つ
は
嫌
い
っ
て
の
は
？
」 
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マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ア
メ
リ
カ
製
の
掃
除
機
全
般
」 

堅
一
「
え
え
、
何
で
何
で
！
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
顔
が
腹
立
つ
や
ん
か
、
あ
い
つ

ら
」 

堅
一
「
ど
う
し
て
！
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
な
ん
か
、
大
国
か
ら
来
ま
し

た
！
み
た
い
な
顔
し
て
さ
、
揃
い
も
揃
っ
て
」 

堅
一
「
や
べ
え
、
全
然
分
か
ら
ね
え
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ア
ホ
！
お
前
、
真
夜
中
の
家
電

量
販
店
で
一
日
陳
列
さ
れ
て
み
い
、
一
発
で
分
か

る
わ
、
軒
並
み
イ
エ
ス
・
ウ
ィ
ー
・
キ
ャ
ン
み
た

い
な
顔
し
て
ん
で
」 

堅
一
「
自
分
マ
ク
レ
ー
ン
じ
ゃ
ね
え
か
よ
！
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ア
ホ
ぬ
か
す
な
、
こ
っ
ち
は
名

前
マ
ク
レ
ー
ン
で
も
国
産
じ
ゃ
！
」 

堅
一
「
な
あ
、
マ
ク
レ
ー
ン
、
お
前
は
ど
う
し
て
あ

そ
こ
に
い
た
ん
だ
よ
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ど
こ
や
？
」 

堅
一
「
横
浜
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
あ
あ
、
あ
の
居
抜
き
の
倉
庫
？
」 
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堅
一
「
そ
う
そ
う
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
あ
れ
三
年
く
ら
い
前
や
ん
な
？
」 

堅
一
「
確
か
、
そ
れ
く
ら
い
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
記
憶
が
曖
昧
や
け
ど
な
、
と
り

あ
え
ず
な
、
堅
一
と
優
佳
ち
ゃ
ん
に
貰
わ
れ
る
前

は
、
奈
良
の
方
の
リ
ー
マ
ン
の
家
に
お
っ
て
ん
な
」 

 
 

気
付
け
ば
寝
こ
ろ
び
な
が
ら
冷
蔵
庫
と
会
話
を

し
て
い
る
堅
一
。 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

朝
。
冷
蔵
庫
の
前
で
寝
入
る
堅
一
、
周
り
に
は

ビ
ー
ル
の
空
き
缶
が
数
本
転
が
っ
て
い
る
。 

 
 

堅
一
、
目
を
覚
ま
し
て
起
き
上
が
る
。
冷
蔵
庫

を
開
け
る
と
、
紙
パ
ッ
ク
の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
が
入
っ
て
い
る
の
を
目
に
留
め
、
暫
く
見
詰

め
て
い
る
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
あ
は
ん
、
い
や
ん
、
そ
ん
な
、

そ
ん
な
に
中
を
見
詰
め
な
い
で
」 

堅
一
「
う
る
せ
え
よ
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
前
ホ
ン
マ
酒
入
っ
て
る
時
と

入
っ
て
な
い
時
で
人
格
変
わ
る
よ
な
」 
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堅
一
「
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ま
あ
、
で
も
、
お
前
も
エ
エ
酒

の
飲
み
方
知
っ
て
る
や
ん
、
ち
ょ
っ
と
前
か
ら
そ

の
姿
勢
を
キ
ー
プ
出
来
て
れ
ば
優
佳
ち
ゃ
ん
が
出

て
行
く
事
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
に
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
あ
、
ご
め
ん
、
午
前
八
時
の
ユ

ー
モ
ア
で
は
な
か
っ
た
？
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
堅
一
？
ど
な
い
し
た
？
」 

堅
一
「
俺
は
母
親
に
会
え
る
の
か
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
母
親
？
何
や
急
に
？
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
無
言
の
ま
ま
立
ち
上
が
り
、
居
間
へ
。 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

ベ
ラ
ン
ダ
で
洗
濯
物
を
干
す
堅
一
。
干
し
終
え

る
と
、
そ
の
場
で
煙
草
に
火
を
着
け
る
。
そ
の

様
子
を
眺
め
る
様
に
佇
む
冷
蔵
庫
。 

 
 

堅
一
、
煙
草
を
吸
い
終
え
て
戻
っ
て
来
る
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
オ
カ
ン
に
会
う
て
来
い
よ
」 
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堅
一
「
え
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
前
が
オ
カ
ン
の
話
し
た
ん
初

め
て
や
、
俺
に
は
よ
う
分
か
ら
ん
け
ど
、
会
う
て

来
た
方
が
エ
エ
ん
と
違
う
？
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
二
階
廊
下 

 
 

堅
一
が
部
屋
か
ら
出
て
来
る
。 

 

〇
頼
我
家
・
実
家
前
・
外
観 

 
 

実
家
の
家
屋
を
遠
目
に
眺
め
な
が
ら
佇
む
堅
一
。

し
ば
ら
く
し
て
、
そ
の
場
を
立
ち
去
る
。 

 

〇
ラ
ー
メ
ン
屋
・
店
内 

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
席
で
ラ
ー
メ
ン
を
啜
る
堅
一
。 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

煙
草
を
吸
う
堅
一
、
灰
皿
は
吸
殻
の
山
。 

 

〇
頼
我
家
・
実
家
前
・
外
観 

 
 

実
家
を
遠
目
に
眺
め
な
が
ら
佇
む
堅
一
。 
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〇
喫
茶
店
・
店
内
（
夕
方
） 

 
 

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
煙
草
を
吸
う
堅
一
。 

 
〇
頼
我
家
・
実
家
前
（
夜
） 

 
 

堅
一
、
玄
関
前
に
立
ち
呼
び
鈴
の
ボ
タ
ン
を
見

詰
め
て
い
る
。 

 
 

背
後
か
ら
恵
の
声
、 

恵
の
声
「
お
か
え
り
！
」 

 
 

堅
一
、
振
り
返
り
、
恵
の
姿
を
目
に
留
め
る
。 

堅
一
「
・
・
・
」 

恵
「
・
・
・
お
か
え
り
」 

堅
一
「
・
・
・
う
ん
」 

恵
「
ど
う
し
た
の
？
」 

堅
一
「
い
や
、
近
く
ま
で
来
た
か
ら
」 

恵
「
・
・
・
手
ぶ
ら
で
？
」 

堅
一
「
・
・
・
一
人
？
」 

恵
「
一
人
よ
？
も
う
す
ぐ
あ
の
人
帰
っ
て
来
る
け
ど
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

恵
「
入
り
な
さ
い
よ
」 
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〇
頼
我
家
・
実
家
内
・
居
間
（
夜
） 

 
 

十
二
畳
ほ
ど
の
日
本
間
。 

 
 

卓
袱
台
の
上
に
日
本
酒
の
瓶
と
グ
ラ
ス
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。 

 
 

卓
袱
台
の
前
に
座
り
部
屋
の
中
を
見
回
し
て
い

る
堅
一
に
、
恵
が
お
茶
と
和
菓
子
を
持
っ
て
来

る
。 

恵
「
あ
ん
た
日
本
酒
飲
め
た
ん
だ
っ
け
？
」 

堅
一
「
う
ん
・
・
・
知
ら
な
か
っ
た
？
」 

恵
「
お
父
さ
ん
、
ビ
ー
ル
党
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」 

堅
一
「
・
・
・
親
父
の
写
真
、
捨
て
た
の
か
？
」 

恵
「
ま
さ
か
、
し
ま
っ
て
あ
る
わ
よ
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

恵
「
別
れ
方
は
酷
か
っ
た
け
ど
、
あ
ん
た
ら
の
お
父

さ
ん
は
あ
の
人
し
か
い
な
い
か
ら
ね
」 

堅
一
「
新
し
い
男
は
？
日
本
酒
な
の
？
」 

 
 

恵
、
笑
い
な
が
ら
。 

恵
「
新
し
い
男
っ
て
止
め
て
貰
え
る
？
」 

堅
一
「
他
に
何
て
言
え
ば
良
い
ん
だ
よ
？
」 

恵
「
・
・
・
一
緒
に
飲
ん
で
あ
げ
て
」 
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堅
一
「
・
・
・
」 

恵
「
私
に
は
出
来
な
い
か
ら
」 

堅
一
「
・
・
・
俺
は
帰
る
よ
」 

恵
「
そ
ん
な
事
言
わ
な
い
で
、
先
飲
ん
で
な
」 

堅
一
「
え
・
・
・
」 

恵
「
あ
の
人
も
飲
ん
で
か
ら
帰
っ
て
来
る
か
ら
」 

 
 

恵
、
日
本
酒
の
蓋
を
開
け
グ
ラ
ス
に
注
ぐ
。 

 
 

堅
一
、
グ
ラ
ス
に
口
を
つ
け
る
。 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

台
所
か
ら
包
丁
が
ま
な
板
を
叩
く
音
。 

 
 

堅
一
、
居
間
で
一
人
飲
ん
で
い
る
。
グ
ラ
ス
は

あ
ま
り
減
っ
て
い
な
い
。 

 
 

玄
関
か
ら
扉
の
開
く
音
、
次
い
で
武
山
巌
の
声
、 

武
山
の
声
「
お
い
、
誰
の
靴
だ
よ
こ
れ
！
？
」 

 
 

恵
が
ス
リ
ッ
パ
を
走
ら
せ
る
音
が
玄
関
に
続
く
。 

恵
の
声
「
お
か
え
り
な
さ
い
」 

武
山
の
声
「
男
い
ん
の
か
、
お
前
！
？
」 

恵
の
声
「
ち
ょ
っ
と
、
飲
み
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

武
山
の
声
「
質
問
に
答
え
ろ
よ
、
男
い
ん
だ
ろ
！
？
」 

恵
の
声
「
違
う
、
息
子
が
来
て
ん
の
」 
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武
山
の
声
「
靴
が
違
う
だ
ろ
う
が
、
よ
う
し
、
俺
が

ぶ
っ
飛
ば
し
て
や
る
」 

 
 

武
山
の
足
音
が
居
間
に
迫
り
、
堅
一
が
立
ち
上

が
る
。 

 
 

武
山
巌
（
５
５
）
が
部
屋
に
入
っ
て
来
る
。 

武
山
「
て
め
え
！
」 

 
 

武
山
、
堅
一
を
突
き
飛
ば
す
。
倒
れ
た
堅
一
に

馬
乗
り
に
な
り
胸
倉
を
掴
む
。 

 
 

堅
一
、
抵
抗
し
な
い
。 

恵
「
ち
ょ
っ
と
！
止
め
て
！
」 

武
山
「
う
る
せ
え
よ
！
」 

 
 

武
山
、
止
め
に
入
っ
た
恵
を
振
り
解
き
、
恵
は

尻
も
ち
を
つ
く
。 

 
 

恵
を
見
た
堅
一
、
す
か
さ
ず
目
の
色
が
変
わ
り
、

武
山
を
掴
み
返
す
。 

堅
一
「
て
め
え
！
こ
の
野
郎
！
」 

 
 

あ
っ
と
い
う
間
に
マ
ウ
ン
ト
を
取
る
堅
一
。 

恵
「
堅
一
、
止
め
な
さ
い
！
」 

堅
一
「
俺
の
母
親
に
何
し
て
く
れ
て
ん
だ
コ
ラ

ァ
！
？
」 
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堅
一
、
マ
ウ
ン
ト
を
取
り
な
が
ら
、
卓
袱
台
の

上
に
あ
る
日
本
酒
の
瓶
を
手
に
取
り
、 

堅
一
「
そ
ん
な
に
飲
み
て
え
な
ら
飲
ま
し
た
ら
ぁ
！
」 

 
 

瓶
の
先
を
武
山
の
口
に
突
っ
込
む
堅
一
。 

 
 

武
山
、
必
死
に
抵
抗
す
る
。
顔
が
見
る
見
る
う

ち
に
日
本
酒
塗
れ
と
な
る
。 

恵
「
堅
一
！
止
め
て
！
堅
一
！
」 

 
 

恵
、
力
い
っ
ぱ
い
堅
一
を
突
き
飛
ば
す
。 

 
 

堅
一
、
驚
き
恵
を
見
る
。 

堅
一
「
・
・
・
」 

恵
「
出
て
行
っ
て
！
」 

堅
一
「
・
・
・
あ
あ
！
？
」 

恵
「
出
て
行
き
な
さ
い
！
」 

 
 

堅
一
、
恵
を
睨
み
つ
け
る
。 

 
 

恵
、
武
山
を
介
抱
し
始
め
る
。 

 
 

堅
一
、
立
ち
上
が
り
部
屋
を
出
て
行
く
。 

 

〇
頼
我
家
・
実
家
前
（
夜
） 

 
 

玄
関
の
扉
が
開
き
、
堅
一
が
怒
り
の
表
情
で
出

て
来
る
。 
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〇
繁
華
街
・
道
中
（
夜
） 

 
 

堅
一
、
人
込
み
の
中
、
他
人
に
ぶ
つ
か
り
そ
う

に
な
り
な
が
ら
歩
く
。
目
の
前
に
転
が
っ
た
段

ボ
ー
ル
を
蹴
り
上
げ
る
。 

 

〇
居
酒
屋
・
店
内
（
夜
） 

 
 

堅
一
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
で
ジ
ョ
ッ
キ
の
ビ
ー
ル

を
煽
る
。
卓
上
に
は
空
に
な
っ
た
ジ
ョ
ッ
キ
が

数
本
。 

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
た
堅
一
の
ス
マ
ホ
に
０

９
０
か
ら
始
ま
る
着
信
。 

 
 

堅
一
、
着
信
を
無
視
し
て
飲
み
続
け
る
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内
（
深
夜
）
～
（
朝
） 

 
 

堅
一
、
虚
ろ
な
目
付
き
で
帰
宅
す
る
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
堅
一
く
ん
、
お
帰
り
な
さ
い
！

オ
カ
ン
と
の
水
入
ら
ず
は
楽
し
め
た
か
な
！
？
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
っ
と
！
堅
一
く
ん
ま
だ
飲
み

足
り
な
い
ご
様
子
だ
ね
！
？
」 
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堅
一
、
鞄
を
放
り
投
げ
る
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
そ
ん
な
堅
一
く
ん
に
は
ビ
ー
ル

が
キ
ン
キ
ン
に
冷
え
て
ま
っ
せ
！
」 

堅
一
「
う
る
せ
え
ん
だ
よ
！
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
・
・
・
お
い
お
い
、
何
や
ね
ん
、

オ
カ
ン
と
上
手
く
行
か
へ
ん
か
っ
た
ん
か
い
な
？

ち
ょ
っ
と
聞
か
せ
ろ
や
」 

堅
一
「
テ
メ
エ
に
話
す
事
な
ん
か
な
い
ん
だ
よ
！
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
そ
ん
な
こ
と
言
う
な
よ
、
俺
と

お
前
の
仲
や
な
い
か
、
ち
ょ
っ
と
聞
い
た
る
か
ら
、

こ
こ
座
れ
っ
て
」 

堅
一
「
知
っ
た
様
な
口
叩
い
て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
！
俺

は
誰
の
世
話
に
も
な
ら
ね
え
よ
！
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
落
ち
着
け
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
こ

こ
来
て
座
れ
や
」 

堅
一
「
黙
っ
と
け
ガ
ラ
ク
タ
！
」 

 
 

堅
一
、
卓
袱
台
の
上
に
置
か
れ
た
ス
マ
ホ
を
冷

蔵
庫
に
投
げ
つ
け
る
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
・
・
・
そ
う
か
、
そ
こ
ま
で
言

う
な
ら
俺
は
黙
っ
と
く
わ
、
何
も
言
わ
へ
ん
」 
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堅
一
「
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
・
・
・
や
っ
ぱ
一
個
だ
け
言
わ

せ
て
」 

 
 

堅
一
、
露
骨
に
舌
打
ち
を
一
回
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
前
ホ
ン
マ
勘
違
い
男
や
で
」 

堅
一
「
・
・
・
あ
あ
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
・
・
・
」 

堅
一
「
ど
う
い
う
意
味
だ
よ
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
黙
り
ま
す
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

朝
。
布
団
の
中
で
目
を
開
け
た
ま
ま
の
堅
一
。 

 
 

冷
蔵
庫
の
前
に
画
面
に
ヒ
ビ
の
入
っ
た
ス
マ
ホ

が
落
ち
て
い
る
。
画
面
に
は
『
頼
我
太
助
』

『
店
長
』
『
頼
我
美
空
』
『
０
９
０
～
』
『
０

３
～
』
か
ら
の
不
在
着
信
が
数
十
件
表
示
さ
れ

て
い
る
。 

 
 

玄
関
の
扉
が
ノ
ッ
ク
さ
れ
る
。 

外
か
ら
太
助
の
声
、 

太
助
の
声
「
兄
貴
！
兄
貴
、
い
る
ん
だ
ろ
？
」 
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堅
一
、
し
ば
ら
く
動
か
な
い
。 

 
 

ノ
ッ
ク
の
音
が
止
む
。 

 
 

堅
一
、
ゆ
っ
く
り
と
体
を
起
こ
し
て
玄
関
へ
。 

 
 

扉
を
開
け
る
と
、
太
助
が
立
っ
て
い
る
。 

 

〇
定
食
屋
・
店
内 

 
 

四
人
掛
け
卓
に
座
り
向
か
い
合
う
堅
一
と
太
助
。 

 
 

太
助
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
か
き
込
ん
で
い
る
。 

 
 

堅
一
、
煙
草
を
吹
か
し
、
目
の
前
に
置
か
れ
た

ラ
ー
メ
ン
に
手
を
つ
け
る
様
子
が
な
い
。 

太
助
「
・
・
・
喰
わ
な
い
の
か
？
」 

堅
一
「
・
・
・
何
の
用
だ
よ
？
」 

太
助
「
近
く
ま
で
来
た
ん
だ
よ
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
太
助
を
睨
み
つ
け
る
。 

 
 

太
助
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
食
べ
終
え
、 

太
助
「
美
空
に
会
っ
た
ろ
？
店
で
」 

堅
一
「
だ
か
ら
何
だ
よ
？
」 

太
助
「
何
て
言
わ
れ
た
よ
？
」 

堅
一
「
・
・
・
あ
あ
？
」 
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太
助
「
美
空
に
最
後
、
何
て
言
わ
れ
た
よ
？
」 

 
 

堅
一
、
咥
え
煙
草
の
ま
ま
、 

堅
一
「
忘
れ
た
」 

太
助
「
行
く
前
に
連
絡
し
ろ
っ
て
言
わ
れ
た
ろ
？
」 

堅
一
「
忘
れ
た
」 

太
助
「
・
・
・
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

太
助
「
兄
貴
さ
、
何
で
も
自
分
一
人
で
何
と
か
な
る

っ
て
思
っ
て
る
だ
ろ
」 

堅
一
「
・
・
・
あ
あ
？
」 

太
助
「
一
人
で
生
き
て
る
と
思
っ
て
る
だ
ろ
」 

堅
一
「
・
・
・
だ
っ
た
ら
何
だ
よ
？
」 

太
助
「
・
・
・
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

太
助
、
店
の
奥
に
向
か
っ
て
、 

太
助
「
す
い
ま
せ
ん
、
お
勘
定
」 

 
 

堅
一
、
無
言
で
太
助
に
千
円
札
を
差
し
出
す
。 

 
 

太
助
、
堅
一
の
千
円
を
引
っ
手
繰
る
。 

 
 

堅
一
、
太
助
を
睨
み
つ
け
る
。 

 
 

太
助
、
会
計
を
終
わ
ら
せ
一
人
で
店
を
出
る
。 
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堅
一
、
し
ば
ら
く
そ
の
場
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

ふ
と
店
内
に
置
か
れ
た
テ
レ
ビ
の
音
が
耳
に
入

る
、
テ
レ
ビ
に
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
湯
川
正
幸

（
４
７
）
と
安
達
真
央
（
２
７
）
の
姿
。 

湯
川
の
声
「
え
え
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
お
知
ら
せ
で

す
ね
？
」 

真
央
の
声
「
は
い
、
マ
ク
レ
ー
ン
社
か
ら
入
っ
た
お

知
ら
せ
で
す
」 

湯
川
の
声
「
マ
ク
レ
ー
ン
社
、
懐
か
し
い
で
す
ね
、

確
か
冷
蔵
庫
メ
ー
カ
ー
？
」 

真
央
の
声
「
は
い
、
今
朝
の
マ
ク
レ
ー
ン
社
か
ら
の

発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
１
９
９
８
年
か
ら
２
０
０

５
年
に
制
作
さ
れ
た
製
品
に
重
大
な
不
具
合
が
見

付
か
っ
た
為
、
順
次
自
主
回
収
を
実
施
し
、
製
品

の
取
り
換
え
を
行
う
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
」 

湯
川
の
声
「
重
大
な
不
具
合
？
」 

真
央
の
声
「
は
い
、
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
」 

 
 

画
面
が
切
り
替
わ
る
と
、
幾
つ
か
の
製
造
番
号

が
表
示
さ
れ
る
。
画
面
の
一
番
下
に
は
マ
ク
レ

ー
ン
社
の
電
話
番
号
。 
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真
央
の
声
「
も
し
、
た
だ
い
ま
画
面
に
表
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
製
造
番
号
に
該
当
す
る
製
品
を
お
持
ち

の
方
は
、
速
や
か
に
マ
ク
レ
ー
ン
社
ま
で
お
電
話

を
お
願
い
致
し
ま
す
」 

湯
川
の
声
「
一
番
下
の
番
号
で
す
ね
？
」 

真
央
の
声
「
そ
う
で
す
」 

 
 

テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
て
い
た
堅
一
、
慌
て

て
ス
マ
ホ
を
取
出
し
テ
レ
ビ
画
面
を
写
真
に
撮

ろ
う
と
す
る
が
、
画
面
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
店
の
奥
に
向
か
い
、 

堅
一
「
す
い
ま
せ
ん
！
紙
と
ペ
ン
く
だ
さ
い
！
」 

 
 

店
員
に
声
が
届
い
た
気
配
は
な
い
。 

真
央
の
声
「
も
し
継
続
し
て
使
用
さ
れ
た
場
合
、
自

然
発
火
の
恐
れ
も
あ
る
と
の
事
で
す
」 

湯
川
の
声
「
そ
れ
は
怖
い
で
す
ね
、
で
も
会
社
側
が

取
り
替
え
て
く
れ
る
ん
で
し
ょ
？
」 

真
央
の
声
「
は
い
、
無
償
で
新
製
品
と
の
取
り
換
え

を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
す
」 

湯
川
の
声
「
そ
れ
は
む
し
ろ
お
得
で
す
よ
ね
」 

 
 

堅
一
、
画
面
と
店
の
奥
を
交
互
に
見
る
。 
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真
央
の
声
「
以
上
、
マ
ク
レ
ー
ン
社
か
ら
の
お
知
ら

せ
で
し
た
」 

 
 

画
面
が
切
り
替
わ
る
。 

 
 

堅
一
、
慌
て
て
店
を
飛
び
出
す
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内 

 
 

堅
一
が
慌
て
た
様
子
で
帰
宅
す
る
。 

 
 

堅
一
、
居
間
に
駆
け
込
み
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
次
々
に
変
え
て
い
く
が
、
マ
ク

レ
ー
ン
社
の
ニ
ュ
ー
ス
は
無
い
。 

 
 

ス
マ
ホ
を
取
出
し
、
割
れ
た
画
面
で
検
索
し
よ

う
と
す
る
と
、
０
９
０
か
ら
の
着
信
。
思
わ
ず

通
話
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。 

堅
一
「
・
・
・
も
し
も
し
」 

 
 

電
話
の
向
こ
う
か
ら
赤
嶺
の
声
。 

赤
嶺
の
声
「
も
し
も
し
、
頼
我
賢
一
様
の
携
帯
電
話

で
宜
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
」 

堅
一
「
え
っ
と
、
あ
の
・
・
・
」 

赤
嶺
の
声
「
・
・
・
も
し
も
し
？
」 

堅
一
「
は
い
、
あ
の
、
頼
我
で
す
、
誰
で
す
か
？
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 51 

赤
嶺
の
声
「
私
、
以
前
、
冷
蔵
庫
の
修
理
に
行
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
マ
ク
レ
ー
ン
社
の
赤
嶺
と
申
し
ま

す
が
」 

堅
一
「
あ
！
は
い
！
」 

赤
嶺
の
声
「
お
話
が
あ
り
ま
し
て
一
昨
日
く
ら
い
か

ら
お
電
話
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
て
」 

堅
一
「
は
い
！
何
で
す
か
！
？
」 

赤
嶺
の
声
「
頼
我
様
の
お
使
い
の
冷
蔵
庫
が
で
す
ね
、

え
え
、
こ
の
度
の
・
・
・
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

 
 

ス
マ
ホ
を
耳
に
当
て
た
ま
ま
立
ち
尽
く
す
堅
一
、

冷
蔵
庫
に
目
を
や
る
。 

 

〇
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
『
小
悪
党
』
厨
房
内
（
夜
） 

 
 

流
し
で
皿
を
洗
う
堅
一
の
目
は
虚
ろ
。
度
々
、

手
が
止
ま
る
。 

 
 

フ
ロ
ア
側
か
ら
岡
島
が
顔
を
出
し
、
何
度
か
声

を
掛
け
る
。 

岡
島
「
堅
一
…
堅
一
！
」 

 
 

堅
一
、
我
に
返
り
、 
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堅
一
「
あ
、
は
い
！
」 

岡
島
「
ま
た
お
客
さ
ん
来
て
る
」 

堅
一
「
あ
、
は
い
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
フ
ロ
ア
に
出
て
行
く
。 

 

〇
同
・
店
内
フ
ロ
ア
（
夜
） 

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
に
太
助
の
姿
。 

 
 

堅
一
、
太
助
に
近
付
く
。 

堅
一
「
・
・
・
何
だ
？
」 

太
助
「
頼
み
が
あ
る
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

太
助
「
今
晩
、
部
屋
貸
し
て
く
れ
」 

堅
一
「
・
・
・
は
？
」 

太
助
「
も
う
す
ぐ
、
あ
い
つ
が
こ
こ
に
来
る
か
ら
さ
」 

堅
一
「
あ
の
男
か
？
」 

太
助
「
し
こ
た
ま
飲
ま
せ
て
、
女
と
寝
て
る
と
こ
見

せ
り
ゃ
、
母
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
諦
め
付
く
だ
ろ
」 

堅
一
「
・
・
・
お
前
、
ま
さ
か
美
空
ち
ゃ
ん
使
う
ん

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
？
」 

太
助
「
・
・
・
馬
鹿
野
郎
」 
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店
の
ド
ア
が
開
き
、
愛
が
入
っ
て
来
る
。 

愛
「
ど
う
も
、
ご
無
沙
汰
し
て
ま
す
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

太
助
「
名
刺
貰
っ
と
い
て
助
か
っ
た
わ
」 

堅
一
「
お
前
、
意
外
に
ワ
ル
だ
な
」 

太
助
「
誰
の
弟
だ
と
思
っ
て
ん
だ
」 

 
 

愛
、
太
助
の
隣
に
腰
を
下
ろ
し
、 

愛
「
・
・
・
こ
こ
で
！
？
」 

太
助
「
ま
さ
か
、
ち
ゃ
ん
と
部
屋
は
あ
り
ま
す
よ
」 

堅
一
「
ま
だ
貸
す
と
は
言
っ
て
な
い
」 

太
助
「
借
り
る
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

太
助
「
俺
が
決
め
た
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

太
助
「
こ
れ
が
俺
の
や
り
方
な
ん
だ
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

太
助
「
・
・
・
」 

堅
一
「
・
・
・
ど
う
す
り
ゃ
良
い
？
」 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内
（
深
夜
） 
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堅
一
が
帰
宅
す
る
。
今
脱
い
だ
靴
を
持
ち
、
真

っ
直
ぐ
押
し
入
れ
に
向
か
う
と
、
鞄
と
靴
を
し

ま
う
。 

 
 

台
所
へ
戻
っ
て
来
る
と
、
冷
蔵
庫
の
中
か
ら
缶

ビ
ー
ル
を
一
本
取
出
し
、
飲
み
始
め
る
。 

堅
一
「
缶
ビ
ー
ル
冷
え
て
る
よ
・
・
・
キ
ン
キ
ン
だ

よ
・
・
・
美
味
い
よ
・
・
・
」 

 
 

堅
一
の
目
に
涙
が
溜
ま
る
。 

堅
一
「
テ
メ
ェ
の
お
陰
で
よ
・
・
・
缶
ビ
ー
ル
が
美

味
い
よ
・
・
・
畜
生
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
泣
き
出
す
。 

堅
一
「
畜
生
・
・
・
畜
生
・
・
・
畜
生
・
・
・
」 

 
 

堅
一
、
力
の
入
ら
な
い
拳
で
冷
蔵
庫
を
叩
く
。

叩
い
て
、
叩
い
て
、
叩
き
続
け
る
。 

堅
一
「
俺
に
は
・
・
・
俺
に
は
、
こ
ん
な
・
・
・
缶

ビ
ー
ル
を
冷
や
す
事
な
ん
か
出
来
な
い
・
・
・
こ

ん
な
美
味
い
缶
ビ
ー
ル
を
・
・
・
誰
か
に
・
・
・
」 

 
 

握
ら
れ
て
い
た
堅
一
の
拳
が
徐
々
に
開
き
、
冷

蔵
庫
を
撫
で
始
め
る
。 

堅
一
「
何
と
か
言
っ
て
く
れ
よ
・
・
・
頼
む
よ
」 
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堅
一
、
冷
蔵
庫
に
抱
き
着
く
。 

 
 

堅
一
の
足
元
で
ス
マ
ホ
に
着
信
、
画
面
に
は

『
頼
我
太
助
』
の
表
示
。 

 
 

堅
一
、
着
信
に
気
付
か
ず
。 

堅
一
「
悪
か
っ
た
・
・
・
俺
が
悪
か
っ
た
よ
・
・
・

マ
ク
レ
ー
ン
・
・
・
聞
い
て
く
れ
よ
・
・
・
マ
ク

レ
ー
ン
・
・
・
」 

 

〇
住
宅
街
・
道
中
（
深
夜
） 

 
 

千
鳥
足
で
歩
く
武
山
が
隣
を
歩
く
愛
に
抱
き
着

く
。 

愛
「
も
う
、
巌
さ
ん
早
い
～
お
家
も
う
ち
ょ
っ
と
だ

か
ら
ぁ
～
」 

武
山
「
も
う
ち
ょ
っ
と
ぉ
～
？
そ
し
た
ら
巌
さ
ん
も

っ
と
元
気
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
～
？
」 

愛
「
う
ふ
ふ
ふ
ふ
、
楽
し
み
～
」 

 
 

二
人
か
ら
や
や
距
離
を
置
い
て
歩
い
て
い
る
太

助
、
ス
マ
ホ
を
耳
に
当
て
て
焦
り
の
表
情
。 

太
助
「
何
や
っ
て
ん
だ
よ
、
馬
鹿
兄
貴
・
・
・
」 
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〇
堅
一
の
部
屋
内
（
深
夜
） 

 
 

堅
一
、
冷
蔵
庫
に
抱
き
着
い
た
ま
ま
泣
き
じ
ゃ

く
っ
て
い
る
。 

 
 

堅
一
の
足
元
で
は
、
ス
マ
ホ
が
着
信
を
続
け
て

い
る
。 

堅
一
「
マ
ク
レ
ー
ン
・
・
・
マ
ク
レ
ー
ン
・
・
・
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
前
・
外
観
（
深
夜
） 

 
 

武
山
と
愛
が
抱
き
合
い
な
が
ら
鉄
階
段
を
上
が

っ
て
行
く
。 

 
 

太
助
、
少
し
離
れ
た
所
で
ス
マ
ホ
を
耳
に
当
て

な
が
ら
武
山
と
愛
が
堅
一
の
部
屋
に
迫
る
の
を

目
に
留
め
る
。 

太
助
「
駄
目
だ
・
・
・
畜
生
」 

 
 

電
話
の
向
こ
う
か
ら
、
マ
ク
レ
ー
ン
の
声
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
あ
か
ん
、
あ
か
ん
堅
一
、
お
前

も
う
ス
タ
ン
バ
イ
せ
い
！
ス
マ
ホ
こ
こ
置
い
て
行

け
ア
ホ
！
あ
、
も
し
も
し
？
」 

太
助
「
も
し
も
し
兄
貴
！
？
も
う
部
屋
の
前
だ
！
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
あ
、
堅
一
く
ん
は
大
丈
夫
で
す
」 
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太
助
「
誰
だ
お
前
！
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
あ
、
マ
ク
レ
ー
ン
で
す
」 

太
助
「
誰
っ
！
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
兄
様
の
こ
と
は
お
任
せ
下
さ

い
！
ほ
な
！
さ
い
な
ら
！
」 

太
助
「
誰
な
ん
だ
、
お
前
は
ー
っ
！
？
」 

 
 

通
話
が
切
れ
る
。 

 
 

太
助
が
二
階
廊
下
を
見
上
げ
る
と
、
武
山
と
愛

が
堅
一
の
部
屋
に
入
っ
て
行
く
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内
（
深
夜
） 

 
 

無
人
の
部
屋
内
に
入
る
や
否
や
、
武
山
が
愛
に

抱
き
着
き
、
押
し
倒
す
。 

愛
「
い
や
ん
、
巌
さ
ん
、
お
風
呂
は
？
」 

武
山
「
も
う
我
慢
出
来
な
い
よ
！
」 

 
 

武
山
、
必
死
な
様
子
で
服
を
脱
ぎ
、
愛
に
覆
い

被
さ
る
。 

愛
「
巌
さ
ん
・
・
・
巌
さ
ん
・
・
・
愛
し
て
る
わ
」 

武
山
「
愛
ち
ゃ
ん
！
結
婚
し
よ
う
！
」 

愛
「
巌
さ
ん
、
そ
ん
な
！
」 
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武
山
「
僕
に
は
君
し
か
い
な
い
ん
だ
！
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
オ
イ
、
コ
ラ
、
オ
ッ
サ
ン
！
」 

 
 

武
山
、
我
に
返
る
。 

武
山
「
え
っ
・
・
・
」 

 
 

武
山
、
周
り
を
見
回
す
。
愛
も
不
安
げ
な
表
情
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
こ
っ
ち
じ
ゃ
、
エ
ロ
親
父
」 

 
 

武
山
と
愛
、
冷
蔵
庫
に
目
を
や
る
。 

 
 

冷
蔵
庫
の
戸
が
独
り
で
に
開
く
。 

愛
「
え
っ
・
・
・
」 

武
山
「
・
・
・
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
前
、
こ
ん
な
事
し
て
、
ど
な

い
な
る
か
分
か
っ
て
ん
の
か
、
コ
ラ
」 

武
山
「
・
・
・
え
」 

愛
「
・
・
・
え
？
」 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
オ
ン
ド
レ
、
舐
め
た
真
似
し
と

っ
た
ら
、
ホ
ン
マ
に
イ
テ
ま
う
ど
コ
ラ
ァ
ァ
ァ
！
」 

 
 

ガ
タ
ガ
タ
と
動
き
出
す
冷
蔵
庫
。 

武
山
「
う
わ
あ
あ
あ
！
」 

愛
「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」 

 
 

堅
一
、
押
し
入
れ
か
ら
飛
び
出
す
。 
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堅
一
「
オ
ン
ド
レ
、
こ
ら
ぁ
ぁ
ぁ
！
」 

武
山
「
う
わ
あ
あ
あ
！
」 

愛
「
い
や
あ
あ
あ
！
」 

 
 

堅
一
、
玄
関
の
扉
を
開
け
る
。 

 
 

外
か
ら
太
助
と
恵
が
入
っ
て
来
る
。 

武
山
「
え
・
・
・
え
！
？
」 

 
 

恵
、
目
に
涙
を
溜
め
な
が
ら
怒
り
の
表
情
。 

恵
「
・
・
・
て
め
え
！
」 

 
 

恵
、
愛
に
掴
み
か
か
る
。 

太
助
「
そ
の
人
違
う
！
そ
の
人
は
悪
く
な
い
！
」 

恵
「
こ
い
つ
が
一
番
、
悪
い
だ
ろ
う
が
よ
！
」 

太
助
「
説
明
す
る
説
明
す
る
！
」 

 
 

大
わ
ら
わ
と
な
る
頼
我
家
の
皆
々
。 

 
 

そ
の
様
子
を
眺
め
る
様
に
佇
む
冷
蔵
庫
。 

 

〇
病
院
内
・
分
娩
室
外
廊
下 

 
 

ベ
ン
チ
に
座
る
恵
と
落
ち
着
き
が
な
い
様
子
の

太
助
。 

 

〇
堅
一
の
部
屋
内 
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台
所
で
一
人
、
料
理
を
す
る
堅
一
。 

 
 

傍
ら
に
置
か
れ
た
堅
一
の
ス
マ
ホ
が
鳴
る
。
画

面
に
は
『
母
・
頼
我
恵
』
の
表
示
。 

 
 

堅
一
、
ス
マ
ホ
を
耳
に
当
て
る
。 

堅
一
「
も
し
も
し
・
・
・
あ
あ
、
そ
う
、
お
疲
れ
様
。

う
ん
・
・
・
も
う
少
し
し
た
ら
俺
も
向
か
う
か
ら
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
前
・
外
観 

 
 

二
課
愛
の
一
番
奥
の
部
屋
の
扉
が
開
き
、
堅
一

が
出
て
来
る
。
手
に
は
紙
袋
を
さ
げ
て
い
る
。 

 

〇
病
院
内
・
分
娩
室
外
廊
下 

 
 

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
恵
の
も
と
へ
、
堅
一
が

や
っ
て
く
る
。 

 
 

恵
、
堅
一
を
目
に
留
め
、
立
ち
上
が
る
。 

恵
「
男
の
子
だ
っ
て
」 

堅
一
「
お
疲
れ
様
、
顔
見
な
い
の
？
」 

恵
「
最
初
は
お
父
さ
ん
」 

堅
一
「
な
る
ほ
ど
」 

恵
「
あ
ん
た
達
の
時
と
一
緒
」 
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堅
一
「
・
・
・
覚
え
て
な
い
け
ど
」 

恵
「
そ
り
ゃ
そ
う
で
し
ょ
う
ね
」 

 
 

笑
い
合
う
二
人
。 

 
 

堅
一
、
紙
袋
を
恵
に
差
出
し
、 

堅
一
「
こ
れ
」 

恵
「
な
に
？
」 

 
 

恵
、
紙
袋
を
受
取
っ
て
中
を
見
る
と
、
タ
ッ
パ

ー
に
詰
め
ら
れ
た
二
人
分
の
弁
当
。 

堅
一
「
ど
う
せ
何
も
喰
っ
て
な
い
ん
だ
ろ
？
」 

恵
「
太
助
は
特
に
ね
」 

堅
一
「
昔
か
ら
そ
う
な
ん
だ
よ
、
あ
い
つ
」 

恵
「
渡
し
と
く
、
あ
り
が
と
う
」 

堅
一
「
じ
ゃ
あ
、
俺
は
」 

恵
「
顔
見
せ
て
あ
げ
な
い
の
？
」 

堅
一
「
仕
事
あ
る
か
ら
」 

恵
「
夜
勤
で
し
ょ
、
あ
な
た
？
」 

堅
一
「
ま
た
連
絡
す
る
よ
」 

恵
「
い
つ
に
な
る
や
ら
」 

 
 

堅
一
、
恵
に
手
を
振
り
な
が
ら
去
る
。
距
離
が

開
き
、
振
り
返
り
、
も
う
一
度
手
を
振
る
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 62 

 
 

恵
、
堅
一
に
手
を
振
り
返
し
、
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
分
娩
室
に
入
っ
て
行
く
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
二
階
廊
下 

 
 

自
分
の
部
屋
の
前
に
立
つ
堅
一
、
目
の
前
に
は

台
車
に
乗
っ
た
使
い
古
し
た
冷
蔵
庫
。 

 
 

部
屋
の
中
か
ら
赤
嶺
が
出
て
来
る
。 

赤
嶺
「
設
置
終
わ
り
ま
し
た
、
問
題
な
い
で
す
」 

堅
一
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

赤
嶺
「
で
は
、
こ
ち
ら
は
、
お
預
か
り
し
ま
す
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

赤
嶺
「
・
・
・
」 

堅
一
「
・
・
・
」 

赤
嶺
「
・
・
・
宜
し
い
で
す
か
？
」 

堅
一
「
・
・
・
は
い
、
持
っ
て
っ
て
下
さ
い
」 

赤
嶺
「
は
い
、
で
は
、
失
礼
し
ま
す
」 

 
 

堅
一
、
冷
蔵
庫
に
軽
く
蹴
り
を
入
れ
る
。 

 
 

赤
嶺
が
台
車
を
引
き
出
す
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
お
前
い
つ
か
シ
バ
く
！
」 

 
 

赤
嶺
、
堅
一
に
振
り
返
り
、 
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赤
嶺
「
え
？
」 

堅
一
「
・
・
・
い
い
え
？
」 

赤
嶺
「
・
・
・
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
失
礼
し
ま
す
」 

 
 

再
び
台
車
を
引
き
出
す
赤
嶺
。 

マ
ク
レ
ー
ン
の
声
「
ま
た
な
ー
！
」 

 
 

赤
嶺
、
驚
い
た
表
情
で
堅
一
に
振
り
返
り
、 

赤
嶺
「
え
え
！
？
」 

堅
一
、
冷
蔵
庫
に
手
を
振
り
な
が
ら
、 

堅
一
「
あ
り
が
と
う
！
」 

赤
嶺
「
・
・
・
あ
、
ど
う
も
・
・
・
や
っ
ぱ
お
か
し

い
、
あ
の
人
」 

 
 

赤
嶺
、
階
段
付
近
に
待
機
し
て
い
た
作
業
員
た

ち
と
四
人
が
か
り
で
冷
蔵
庫
を
降
ろ
し
て
い
く
。 

 
 

や
が
て
、
冷
蔵
庫
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
積
み

込
ま
れ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
去
る
。 

 
 

全
て
を
見
届
け
た
堅
一
、
部
屋
に
入
っ
て
行
く
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＝
了
＝ 


